
履歴書作成の手引き（教員・医師） 

 

 人事課に提出する履歴書を作成される際は、必ず所定の書式で作成されると共に、以下の留意点をお守り下さい。 

不備がある場合は、訂正や再作成をお願いする場合があります。 

  

 基本情報欄の記載について  

 
 

 

 

 

 

 

 

文部科学省、厚生労働省等の調

査がある為、国籍を記入 

縦4cm、横3cm の大きさの本人の

写真を貼付してください。 

背景が風景等で無いもの 

社会人入試に合格したいわゆる社

会人大学院生の場合は、入学の

後ろに「（社会人）」 と付記してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

学位の種類を○で囲み、 学位の専攻を記載 して下さい。下に学位を授与した学校名を記載し、 

博士号の場合は甲・乙の別を○で囲んで下さい。 学位記番号を記載して下さい。 

最終 

取得 

学位 

種別 

学士 

専門職修士 

修士 

専門職博士 

博士 

専攻 

       学 

博士号種別 

（甲 ・ 乙） 

番号 

 （第     号） 

学校名 

           ●● 大学 ・ 大学院 

大学院の記入は別紙「学位に関

する履歴書への記載について」を

参照 

自筆 

自筆 



学歴・職歴・免許，資格・賞罰の記載について 

 

 

 

※（1）学歴 （2）職歴（3）免許・資格（4）賞罰 の各項目の間は2 行空けて下さい。 

 

＊発令又は許可権限者が属する機関名欄で同上の場合は省略可 

 

＊発令又は許可権限者が属する機関名欄（大阪医科薬科大学の場合） 

 臨床研修医・研修歯科医・・・大阪医科大学附属病院（2021 年 4月 1日以降は、大阪医科薬科大学病院） 

 教員、臨床研修専任指導医、レジデント、非常勤講師・・・学校法人大阪医科大学 

（2016 年 4 月 1 日以降の発令は、学校法人大阪医科薬科大学） 

 専攻医、副手、非常勤医師、教員、特別協力研究員・・・大阪医科大学（2021 年 4月 1日以降は、大阪医科薬科大学） 

 

 

高等学校卒業時以降の学歴を記載

してください。 

卒業の日は 3 月 31 日で統一し、

入学の日は 4 月 1 日で統一して記

載してください。 

大学院の記入は別紙「学位に関す

る履歴書への記載について」 
を参照 

複数の機関で臨床研修を受けら

れた方は全ての機関の入退につ

いて記載ください。 

副手の場合 
大阪医科大学 副手（●●学教室）

となります。 

※ 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目が次ページにかかる場合は、「同上」は用いないでください。 

他機関での職歴も省略せず記載くださ

い。 大学院生の期間がある場合もその

間の職歴は必ず記載ください。 

2007年4月1日付の学校教育法改正によ

り、准教授、助教等に職名変更を受けた

場合はその旨記載ください。 

最終の職歴の下に右詰で 「現在に至る」 

と記載ください。 

試験に合格した日ではなく免許や資格

証明書の交付日を記入、資格の番号及

び許可権限者機関名も関らず記入 

（運転免許等専門分野以外の一般的な

資格の記載は必須ではありません。） 

※ 

※ 

学会での表彰歴等も記載してください。 

記入例2参照 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

履歴書記入注意事項 

 

・住所：現住所と住民票が異なる場合は現住所を記入 

・最終取得学位種別：専攻は教室名ではなく（医学）、（歯学）、（工学）、（看護学）等を記入 

（例１）博士（医学）（甲・乙） （第▲▲▲号） 

   （●●大学院） 

（例２）博士（医学）（甲・乙） （第▲▲▲号） 

   （●●大学） 

・各項目の間は２行あける 

・２ページ目以降の最上段行は「同上」を使用しない 

 

（１）学歴 

・高等学校卒業から記入 

・海外留学で報酬がある場は(2)職歴の項に職名とともに記入 

・学位取得は１行を使用し、時系列に記載。取得大学を発令権者欄に記入 

（例）博士（医学）の学位を授与さる       │ ●●大学 

・大学院の記入は別紙「学位に関する履歴書への記載について」を参照 

免許、保険医登録については、試

験に合格した日ではなく、免許や

登録番号が交付された日を記入く

ださい。初期臨床研修については

修了日を記入してください。 

2004（平成16） 年4 月1 日に導入された新

医師臨床研修制度以前に臨床研修を修了

した場合は、プログラム名の記載は不要で

す。） 

項目そのものが該当しない場合

は二重線で削除 



・学歴が現在進行中の場合は１行使用し、右寄せで“現在に至る”と記入 

 

（２）職歴 

・時系列に記入 

・退職及び辞退等は１行使用し記入 

 臨床研修医・研修歯科医・・・修了、（２年に満たない場合は「中止」） 

            ただし、他機関で２年にみたない場合であっても、修了証の発行有り等の場合は修了と記入 

               1 年目と 2 年目で研修機関先が違う場合、1 年目には「１年目修了」と記入 

 レジデント、臨床研修専任指導医、教員・・・退職 

 非常勤講師、非常勤医師等・・・辞退 

・発令又は許可権限者が属する機関名欄（大阪医科薬科大学の場合） 

 臨床研修医・・・大阪医科大学附属病院（2021 年 4月 1 日以降は、大阪医科薬科大学病院） 

教員、臨床研修専任指導医、レジデント、非常勤講師・・・学校法人大阪医科大学 

（2016 年 4 月 1 日以降の発令は、学校法人大阪医科薬科大学） 

 専攻医、副手、非常勤医師、教員、特別協力研究員・・・大阪医科大学（2021 年 4月 1日以降は、大阪医科薬科大学） 

・発令又は許可権限者が属する機関名欄で同上の場合は省略可 

・職歴が現在進行中の場合は１行使用し、右寄せで“現在に至る”と記入 

・大阪医科薬科大学の場合の所属 

 レジデント・・・診療科名 

 教員、専攻医、非常勤講師・非常勤医師等・・・教室名 

 

（３）免許・資格 

・時系列に記入 

・免許・資格の番号を記入し、発令又は許可権限者機関名を記入 

 

・運転免許は記入不要 

（４）賞罰等 

・発令又は許可権限者機関名を記入 

 

最終に右寄せで「以上」を記入 

 

免許等の登録欄 

・項目そのものが該当しない場合は二重線で削除 

・本学で臨床研修が大学院入学等により研修期間が２年に満たない場合は、修了を中止に変更 

・他学で臨床研修が２年に満たない場合での臨床研修修了証明証がある場合は修了で良い 

・臨床研修のプログラム名は平成 16 年の臨床研修義務化以前等を含め無い場合もある 


